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①
子
育
て
先
進
区
を
掲
げ
る
な

ら
ば
出
生
率
２
・　

を
目
標
と
す

０７

べ
き
で
は
。
②
子
育
て
予
算　

区
２３

ト
ッ
プ
を
め
ざ
す
べ
き
で
は
。
③

区
独
自
の
子
ど
も
手
当
の
支
給
を
。

　

区　

長　

①
今
後
、
明
ら
か
に

し
て
い
く
。
②
十
分
、
考
慮
し
て

い
く
。
③
今
後
、
研
究
し
て
い
く
。

都
と
連
携
し
公
園
を
整
備
せ
よ

　

都
と
連
携
し
都
市
計
画
公
園
の

立
案
と
整
備
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

研
究
し
て
い
き
た
い
。

区
民
に
優
し
い
道
路
行
政
を

　

①
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

ど
う
進
め
る
の
か
。
②
区
道
の
バ

ス
停
に
設
置
さ
れ
る
ベ
ン
チ
の
占

用
料
を
免
除
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
計
画
的
に
進
め
て

い
く
。
②
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

①
今
後
、
児
童
館
に
ど
の
よ
う

な
機
能
を
持
た
せ
て
、
学
童
ク
ラ

ブ
や
キ
ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ
と
住
み
分

け
を
す
る
の
か
具
体
的
な
議
論
は
。

②
幼
児
教
育
無
償
化
に
よ
り
、
認

可
、
認
可
外
保
育
園
と
も
に
入
園

希
望
者
が
増
え
る
と
予
測
さ
れ
る

が
区
の
考
え
は
。
③
待
機
児
童
ゼ

ロ
の
目
標
達
成
の
た
め
、
ま
た
、

「
子
育
て
先
進
区
」
に
向
け
て
更

な
る
取
り
組
み
の
強
化
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　

区　

長　

①
児
童
館
に
ど
の
よ

う
な
機
能
を
持
た
せ
て
い
く
か
は
、

現
在
検
討
中
で
あ
る
。
②
現
在
、

教
育
・
保
育
事
業
を
利
用
し
て
い

な
い
２
～
３
％
の
３
歳
児
が
入
園

希
望
者
と
し
て
増
加
し
て
も
、
来

年
度
の
受
け
入
れ
は
対
応
で
き
る
。

③
来
年
４
月
に
向
け
、
待
機
児
童

の
多
い
地
域
に
新
園
の
誘
致
を
進

め
て
お
り
、
定
員
増
に
も
対
応
で

き
る
見
込
み
で
あ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム 

の
推
進
を
問
う

　

現
在
の
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ

ー
４
館
は
圏
域
が
広
く
対
象
人
口

が
多
い
。
こ
の
圏
域
格
差
の
解
消

に
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
が
区
長
の
見
解
は
。

　

区　

長　

高
齢
者
版
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
評
価
を
基
に
、

す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
区
民
活
動

セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
会
館
の
機
能

を
整
理
し
圏
域
を
検
討
し
て
い
く
。

見
守
り
・
支
え
あ
い
活
動
を 

推
進
せ
よ

　

I
Ｃ
Ｔ
技
術
を
取
り
入
れ
た
見

守
り
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
、
超

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
区
民
の
安

心
・
安
全
の
確
保
に
取
り
組
む
べ

　

①
区
内
を
横
断
す
る
西
武
新
宿

線
の
開
か
ず
の
踏
切
は
、
慢
性
的

な
交
通
渋
滞
、
生
活
の
不
便
、
環

境
問
題
、
ま
ち
づ
く
り
の
遅
れ
な

ど
、
地
域
に
と
っ
て
の
長
年
の
懸

案
と
な
っ
て
い
る
。
改
め
て
、
開

か
ず
の
踏
切
解
消
に
向
け
た
区
の

決
意
を
問
う
。
②
開
か
ず
の
踏
切

の
除
去
は
「
令
和
２
年
度
の
事
業

完
了
」
だ
が
、
実
現
で
き
る
の
か
。

③
国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、
連
続

立
体
交
差
事
業
の
踏
切
除
却
ま
で

に
要
し
た
期
間
は
平
均
約　

年
と

１６

な
っ
て
お
り
、
こ
の
数
字
を
当
て

は
め
れ
ば
、
到
底
実
現
で
き
る
見

込
み
は
な
い
。
ど
の
よ
う
な
根
拠

で
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
作
ら
れ

た
の
か
。
④
後
藤
田
正
晴
元
官
房

長
官
の
「
後
藤
田
五
訓
」
に
は
、

「
悪
い
本
当
の
事
実
こ
そ
報
告
せ

よ
」
と
の
教
え
が
あ
る
。
事
業
の

現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

速
や
か
に
、
か
つ
誠
実
に
区
民
へ

の
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
⑤
連
続
立
体
交
差
事
業

が
容
易
に
進
ま
な
い
状
況
を 
鑑 
み

か
ん
が

れ
ば
、「
抜
本
対
策
」
と
し
て
の

鉄
道
の
地
下
化
と
、
踏
切
道
の
拡

幅
や
踏
切
遮
断
時
間
の
短
縮
化
等

の
「
速
効
対
策
」
を
セ
ッ
ト
で
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
区

の
見
解
は
。

　

区　

長　

①
各
駅
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
が
よ
り
加
速
さ
れ
る
よ
う
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
②
必

要
な
事
業
用
地
取
得
後
、
駅
の
地

下
部
分
を
構
築
す
る
工
事
等
を
進

め
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
現
在

の
事
業
認
可
期
間
内
に
完
了
す
る

こ
と
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
③

事
業
規
模
等
を
勘
案
し
、
用
地
取

得
や
工
事
に
必
要
な
期
間
を
設
定

し
た
も
の
で
あ
る
。
④
事
業
認
可

が
変
更
さ
れ
た
際
は
、
事
業
主
体

の
東
京
都
と
調
整
し
、
速
や
か
に

区
民
へ
の
周
知
を
図
る
。
⑤
事
業

完
成
ま
で
の
間
、
引
き
続
き
速
効

対
策
や
ソ
フ
ト
対
策
の
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

中
野
駅
新
北
口
駅
前
エ
リ
ア

（
区
役
所
・
サ
ン
プ
ラ
ザ
地
区
）

は
、
区
が
実
質
的
に
権
利
の
大
半

を
有
す
る
区
民
財
産
で
あ
る
。
①

区
は
市
街
地
再
開
発
の
手
法
で
整

備
を
検
討
し
、
転
出
・
処
分
に
よ

り
新
区
役
所
整
備
の
財
源
を
生
み

出
す
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
単
に

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
を
儲
け
さ
せ
る

だ
け
の
事
業
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
定
期
借
地
権
を
付
け
る
こ
と

に
よ
り
、
将
来
的
な
区
の
活
用
を

視
野
に
検
討
す
べ
き
で
は
。
②
選

定
さ
れ
る
事
業
者
に
対
し
て
は
、

文
化
や
人
権
を
発
信
す
る
場
と
す

る
な
ど
、
区
民
が
納
得
で
き
る
公

共
貢
献
を
引
き
出
す
べ
き
で
は
。

③
新
北
口
西
エ
リ
ア
の
市
街
地
再

開
発
準
備
組
合
が
示
す
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
は
、
来
年
早
々
に
都
市
計

画
手
続
き
に
着
手
す
る
よ
う
だ
が
、

権
利
者
の
合
意
を
得
る
こ
と
が
基

本
で
あ
る
。
乱
暴
に
進
め
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

区　

長　

①
将
来
に
わ
た
り
区

民
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

し
、
土
地
の
所
有
も
含
め
て
今
後

検
討
す
る
。
②
事
業
者
の
公
募
に

当
た
っ
て
は
、
創
意
工
夫
に
よ
る

公
共
貢
献
の
提
案
を
求
め
て
い
く
。

③
権
利
者
の
合
意
形
成
の
状
況
を

把
握
し
、
適
切
な
対
応
を
図
る
。

児
童
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
を

　

児
童
虐
待
に
よ
っ
て
命
ま
で
失

わ
れ
る
報
道
が
後
を
絶
た
な
い
。

区
で
も
虐
待
に
つ
い
て
の
相
談
件

数
が
増
加
し
て
お
り
、
き
わ
め
て

深
刻
で
あ
る
。
①
今
般
、
修
正
可

決
さ
れ
た
児
童
虐
待
防
止
法
等
改

正
案
を
踏
ま
え
、
区
が
２
０
２
１

年
度
中
に
設
置
を
予
定
し
て
い
る

児
童
相
談
所
は
、
人
員
体
制
や
配

置
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し

て
い
る
の
か
。
②
虐
待
の
防
止
に

当
た
っ
て
は
、
児
童
相
談
所
が
設

置
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
も
、

十
分
な
体
制
と
、
関
係
機
関
と
の

情
報
共
有
や
連
携
強
化
が
欠
か
せ

な
い
。
児
童
虐
待
防
止
対
策
は
、

予
防
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
が
大

切
で
あ
る
が
、
区
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　

区　

長　

①
平
成　

年
に
国
が

３０

決
定
し
た
「
児
童
虐
待
防
止
対
策

体
制
総
合
強
化
プ
ラ
ン
」
を
踏
ま

え
、
人
員
体
制
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。
法
律
で
配
置
が
義
務
化
さ

れ
た
医
師
や
保
健
師
、
弁
護
士
に

つ
い
て
も
適
切
に
配
置
し
た
い
。

②
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
中

核
と
し
て
、
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
事
業
、

乳
幼
児
健
診
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、
適

切
な
子
育
て
を
支
援
す
る
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

　

道
路
や
公
園
に
、
移
動
で
き
る

喫
煙
所
と
し
て
、
コ
ン
テ
ナ
型
の

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を
、
都
の
予

算
に
よ
り
、
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

ト
レ
ー
ラ
ー
型
公
衆

喫
煙
所
に
つ
い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト

等
で
の
喫
煙
者
の
利
用
状
況
を
見

な
が
ら
、
設
置
で
き
る
場
所
や
条

件
を
研
究
し
た
い
。

教
育
現
場
職
員
の
性
犯
罪
を
問
う

　

職
員
に
よ
る
、
児
童
・
幼
児
に

対
す
る
性
犯
罪
を
防
止
す
る
体
制

等
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

　

区　

長　

過
去
に
性
犯
罪
を
予

見
さ
せ
る
行
動
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
児
童
等
と
接
す
る
機
会
の
多

い
職
場
に
配
属
し
な
い
な
ど
の
対

応
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
、
研
修
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
通
じ
、
注

意
・
監
督
を
徹
底
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
を
制
定
せ
よ

　

児
童
相
談
所
の
設
置
運
営
に
当

た
り
、
権
利
擁
護
や
意
見
表
明
権

を
浮
き
彫
り
に
し
た
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
。

　

区　

長　

子
ど
も
の
権
利
擁
護
・

意
見
表
明
の
視
点
か
ら
、
実
効
性

の
あ
る
条
例
を
検
討
す
る
。

生
活
寮
を
適
正
に
委
託
せ
よ

　

①
や
よ
い
荘
・
や
ま
と
荘
は
、

指
定
管
理
事
業
者
が
見
つ
か
ら
ず

廃
止
し
よ
う
と
し
た
事
業
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
条
件
を
変
え
て
公
募

を
し
た
の
か
。
②
今
後
の
予
定
は
。

　

区　

長　

①
応
募
資
格
の
変
更

は
行
っ
て
い
な
い
。
②
今
後
は
応

募
資
格
要
件
や
委
託
料
等
を
再
検

討
し
、
事
業
者
募
集
を
行
う
。

　

区
の
高
齢
化
率
の
ピ
ー
ク
や
課

題
を
再
認
識
す
る
と
、
現
状
の
見

守
り
・
支
え
あ
い
に
限
界
が
あ
る
。

①
ひ
と
り
も
置
き
去
り
に
し
な
い

体
制
を
つ
く
る
た
め
、　

歳
時
点

６５

で
全
員
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に 
繋 
が
り
、
介
護
保
険
制
度
や

つ
な

地
域
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
は
。

②
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、

例
え
ば
、
見
守
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
活
用
し
た
「
み
ま
～
も
」
の
地

域
活
動
を
広
く
周
知
し
、
超
高
齢

社
会
の
見
守
り
活
動
と
し
て
全
区

民
を
巻
き
込
ん
だ
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
は
。
③
町
会
・
自
治
会
の

担
い
手
の
負
担
軽
減
の
支
援
と
し

て
、
ア
プ
リ
を
開
発
す
べ
き
で
は
。

④
リ
ハ
ビ
リ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
の
就
労
支
援

事
業
等
を
組
み
合
わ
せ
、
新
た
な

通
所
の
選
択
肢
を
増
や
す
べ
き
で

は
。
⑤
介
護
制
度
サ
ー
ビ
ス
の
隙

間
を
埋
め
、
利
用
者
に
届
く
よ
う

周
知
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

①
町
会
・
自
治
会
の

地
縁
の
区
域
を
基
本
に
見
守
り
支

え
あ
い
活
動
を
進
め
て
い
る
。
②

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
等
を
活
用
し
た
周

知
方
法
も
検
討
す
る
。
③
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
は
、

若
い
世
代
に
は
有
効
で
あ
り
、
ど

の
よ
う
な
負
担
軽
減
が
で
き
る
か

検
討
し
て
い
く
。
④
今
後
、
介
護

保
険
制
度
と
他
制
度
と
の
ス
ム
ー

ズ
な
連
携
や
新
た
な
通
所
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
を
調
査
・
研
究
し
て

い
く
。
⑤
関
係
者
間
で
の
情
報
共

有
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

き
と
考
え
る
が
区
の
見
解
は
。

　

区　

長　

I
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
、

効
果
的
な
シ
ス
テ
ム
の
早
期
導
入

に
努
め
た
い
。

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
中
野
区
議
団　

内
野　

大
三
郎

ト
レ
ー
ラ
ー
型
喫
煙
所
の

　
　
　
　
　
　
　

導
入
を
進
め
よ

日
本
共
産
党
議
員
団　

長
沢　

和
彦

中
野
四
丁
目
新
北
口
地
区

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
問
う

公
明
党
議
員
団　

甲
田　

ゆ
り
子

超
高
齢
社
会
に
向
け
地
域
見
守
り
・

　
　

支
え
あ
い
活
動
を
充
実
せ
よ

立
憲
民
主
党
・
無
所
属
議
員
団　

ひ
や
ま　

隆

「
開
か
ず
の
踏
切
」
解
消
、
来
年

度
の
事
業
完
了
は
実
現
で
き
る
か

育
児
支
援
と
防
災
緑
地
と
平
ら
な
歩
道
の
中
野
を
創
る
会　

吉
田　

康
一
郎

子
育
て
先
進
区
を
実
現
せ
よ

自
由
民
主
党
議
員
団　

内
川　

和
久

子
育
て
先
進
区
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　

取
り
組
み
を
問
う


